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【研究成果の概要】  （文字の大きさ 9 ポイント・字数 800 字～ 1600 字程度）  
               

近年，抑うつ気分への効果的な 対処として，ネガティブな出来事の意味を捉えなおす認知的

再解釈の重要性が指摘されており，認知的再解釈のスキルの獲得は臨床心理学において非常 に

関心の高いテーマといえる。これまで，認知的再解釈については，ネガティブ気分の低減やポ

ジティブ気分の向上など，その有効性が指摘されるものの，促進要因についてはほとんど検討

されていない。認知的再解釈に関連する要因を明らかにすることは，抑うつに対する 予防的介

入の実践やセルフコントロールにも役立つ示唆を提供する点で意義があると思われる。本研究

では，認知的再解釈に関連する要因として注意転換に着目し，認知的再解釈や心理的適応との

関連を検討することを目的とする。  

1. 注意転換および 認知的再解釈の効果に関する予備的検討  

大学生を対象とした認知行動的アプローチによる短期の介入研究のデータを用い，注意転換

や再解釈等の要素を含む認知行動的技法の効果について予備的な検討を行った。まず，介入前

後の変化について介入群と統制群を比較した結果，介入群ではネガティブ思考からの注意転換

や思考の客観化，対処方略の効果的活用等 に関連する自己効力感の変化量が有意に大きく，自

己効力感が向上していることが示された。また，介入群のデータを用いて，介入前後の自己効

力感の変化と気分・思考の変化との関連を検討した結果，自己効力感の増加が抑うつ・不安の

低減に関連することが示唆された。                                     

2. 基礎研究の実施  

注意転換と認知的再解釈の関連に関する示唆を得るため，大学生を対象に質問紙調査を行っ

た。注意の転換や集中等の能力を含む注意制御特性と日常生活で困難を経験した際の認知的再

解釈の程度との関連を検討した結果，注意制御の高さと認知的再解釈の高さが関連することが

示唆された。また，注意制御と認知的再解釈はそれぞれ抑うつの増強要因と される反すうに負

の関連を持つことが示唆された。  

以上の研究を通して，注意転換 と認知的再解釈の有効性や，認知的再解釈の向上のために注

意転換が重要である可能性が示唆された。今後は効果 的な注意転換の方法を具体的に明らかに

するとともに，認知的再解釈を促進する 要因についてより詳細に検討することが課題である。 
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